














12:40-12:45  開会の挨拶 
12:45-13:30 越野 剛（北海道大学） 
「スヴェトラーナ・アレクシエーヴィチ作品の形式的側面について」 
13:30-14:15 大森 雅子（東京大学学術研究員） 
「ミハイル・ブルガーコフの「まち」―作家の原点としてのキエフ」 






16:10-16:55 塩川 伸明（東京大学名誉教授） 
「グリゴリー・ヨッフェのベラルーシ論とアレクシエーヴィチ」 
17:00-17:30 全体ディスカッション 







































































































































































ヨッフェの著書Understanding Belarus and How Western Foreign Policy Misses the Mark, Rowman & 
Littlefield, 2008 は欧米で優勢なベラルーシ論およびそれに基礎をおいた対ベラルーシ政策に対して
批判的であり、そのことが彼の仕事を論争的なものとしている。場合によっては、やや偏っている
と見られる点もなくはなく、「これが決定版だ」ということはできない。それにしても、現地情勢を
よく知っている――ソ連出国後も頻繁にベラルーシを訪れ、友人・知己も多いらしい――だけに、
興味深い洞察が数多く含まれる。この著作は歴史・社会・文化・言語などを扱った部分と、現代の
政治・経済を扱った部分とからなるが、今回は前者に力点をおいた紹介を行ない、参加者各位の批
判的検討を乞いたい。 
ヨッフェの独自な主張のひとつの側面として、ベラルーシ人がロシア語を使うのは「民族精神を
失った」ものだと非難する一部のベラルーシ語至上主義者に対して批判的だという点が挙げられる
（だからといって、ベラルーシ語が廃れることをよしとしているわけではないが）。そのことの例証
として、「ロシア語を使うベラルーシ人リベラル」という存在を彼は指摘し、アレクシエーヴィチは
その代表者だとする。この点と関わって、報告ではアレクシエーヴィチの『セカンドハンドの時代』
における「ソヴェト人／粗連
それ ん
人(совок)」概念についても検討してみたい。 
 
